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｢コトバの音声の諸相」サテライト・プラザミニ講演2008年８月３０日

担当：金沢大学人間社会学域人文学類柘植洋一（言語学）
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1.コトバ＝意味内容を伝達するための仕組み

く意味＞とく音＞との結合：音（数十）→単語（数十万）→文（無限）

２．「音」と「文字」：意味を担ういわば入れ物の最小単位は音であって，文字ではない。

文字は音を視覚に訴える形で表したもの。

☆逆さ言葉，回文：上から読んでも下から読んでも同じ言葉，文

日本語の例：トマト，シンブンシ，タケヤブヤケタ

英語の例：Madam,1,ｍＡｄａｍ．AblewaslerelsawE1ba．

↓

★録音して逆再生してみると？トマトはどう聞こえる？では，アカサカは？
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1．音声（言語音）：人間はさまざまな音を出すことが出来る。そのうちのコトバに用いられ

る音を音声という。

2団音声はどのように作り出されるのか？

（１）音声器官：肺から唇に至る人間の身体の部分。

肺からの空気の流れ（呼気）→声帯で声を作る→様々な音を作る

呼吸機構発声機構調音機構

（２）音の分類「自分の感覚で確認してみる」

①重要な区別

・母音と子音：声道における気流の妨害が無（母音）か有（子音）か

・有声音と無声音：声帯振動の有無による区別

★アー，スー

★アー，スー

②子音の分類

・どこで気流がじゃまされるか（調音点）

・どのようなじゃまの仕方か（調音様式）

ｂ無声か有声か
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③母音の分類

・舌の高まり具合

・舌のどの部分が高まるか

・唇の丸めが有るか無いか
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④音の連続

ｂ音節：基本的に母音を中心にした音のまとまり。単語はいくつかの音節からなる。

・音のまとまりに，強さの変動，音調の変動といった要素がかぶさる。

アクセント（語音調)，イントネーション（文音調）

繍議;iiiiiiili灘i:国際音声記号InternationalPhoneticA1phabet略称IPA
－音←→－記号特定の言語，文字体系にとらわれない。

音声記号は怖くない音声記号［p］←→「無声ｂ両唇・破裂音」
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Ｋｉ鱗鱗篝;iiili篝ｉ「客観的に器械で分析観察してみる」
1．言語音声は音波である。

様々な周波数成分から成り立っているd光のスペクトル分析のように構成成分を取り出す。

1Ｖ

２．メカニズム

口，咽喉，及び鼻の通路（声道）における空気の振動により音波発生。

一方の端に声帯，もう一方の端に唇と鼻孔で外部に開かれていて複雑な共鳴室を作る。

３．音響分析

（１）周波数：人間が聞ける範囲２０Ｈｚ～20000Ｈｚ１Ｈｚ＝１秒間あたり１回振動

声帯の振動100～300Ｈｚ（男く女く子供）

（２）母音の特徴：周期的な複合音ある周波数の基本波と，その整数倍の周波数を持った

多くの波（倍音）が重ね合わさった波。特に第１，２，（３）倍音が重要

フォルマント（ホルマント）

★ア，イ，ウ，エ，オを発音してみる。Ｆ１とＦ２に注意

★イ，エフア，オ,ウと発音してみる。

★アイウエオと連続して発音してみる。移り変わる部分に注意

（３）子音の特徴：狭め或いは閉鎖開放による乱流雑音。有声音については声帯での音源も

無秩序な波形で，周波数分析するとはっきりしたピークがなく，広い周波数

範囲に連続に分布するスペクトル

★アバアタ，アカと発音してみる。（破裂音）どこで聞き分けているか？

★アダ，アダと発音してみる。（無声音と有声音）

★アダ，アサと発音してみる。（破裂音と摩擦音）

ｖ鱗鰄議ｉｉｌｉｉｉ鰯:意味や,文法の変化と同じく音声も変化する。発音習慣の変化
（例）ガ行鼻濁音の喪失，サ行音，フの発音
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①音声器官 ②調音器官
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③喉頭と声帯 甲状軟骨
(ｱﾀﾞﾑのりんご）

喉頭蓋

後

披裂軟骨

後

披裂軟骨

前

軟骨

④声門の状態
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⑤日本語母音のフオルマント周波数
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(男性アナウンサー１２名対象）

◆フオルマント周波数の平均値
（Hz）
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第１フオルマント周波数（Hz）
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①田窪．前川．窪薗・本多・白井・中川「岩波講座言語の科学２

②窪薗晴夫『日本語の音声』（現代言語学入門２）（岩波書店，

③⑤今石元久（編）「音声研究入門』（和泉書店，2005）

④服部四郎『音声学』（岩波書店，1951）

音声」（岩波書店，1998）
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學一／
国
◎
一
国
針
鋼
叩
酬
椛
シ
ヱ

IPA（国際音声記号）1993年改訂･1996年傭正版

子音（肺臓気流）

後部歯茎音 そり舌音 硬ロ蓋音 軟ロ蓋吉 咽頭音 声門音両唇音 唇歯音 歯音 歯草書 ロ蕎季害

ふるえ音

・
・
？
Ｐ

ｕ
醐
蝉

側面摩擦音

側面接近音

記号が２つ並んでいるものは、右が有声音、左が無声着晶網かけは鬮音が不可能と考えられる部分

母音

子音（肺臓気流以外） 前舌中舌後舌
●

有声入破音 狭ｌ

半狭

半広

広

ｕ
ｏ
ｏ
Ｄ

９
－
ｌ
０
９
－
ｌ
９
－
ｌ
６

Ｄ－ａＱｅ

Dｅ－３ｑＧ

n●（Ｅ－Ｃ

記号が２つ並んでいるものは、右が円唇、左が非円唇

その他の記号
超分節音

第１ストレス

Ｌ第２ストレス１fbuno1tlJon

I長い

７半長の

￣特に短い

｜小(ﾌﾟｯﾄ)ｸﾞﾙｰﾌﾟ
｜｜大(ｲﾝﾄﾈｰｼｮﾝ)ｸﾞﾙｰﾌﾟ
．音節境界ｎ.aekt

-切れ目のない

トーンとアクセント

平ら曲線

ｇ震た,鼓－１超高平ら己霞たば/I上がり

ｅｌ高平らｅｖ下がり
ァ、Ｃ

ｅ１中平らｅイ高上力ぎり

ｅ－ｌ低平らこ」低上がり

壱」超低平らご／､|上がり下がり

↓ダウンステップ／全体的上昇

↑アップステップ、，全体的下降

【三潴萱'Zooの

Ｍ無声両唇軟口蓋摩擦音ＣＺ歯茎硬口蓋摩擦音

ｗ有声両唇軟口蓋接近音Ｊ歯茎側面はじき音

’｛櫛醗口蓋接近音□Ｊとxの鵬調音
Ｈ無声喉頭蓋摩擦音二重調音と破擦音は､ル要があれば２つの記号を
二有声喉頭蓋摩擦音 次のように結合させて表すことができる

二喉頭蓋破裂音
〆へ

ｌ[ｐ色
Ｏ

補助記号下に伸びた記号にはその上に付けてもよし？例:1］

弓
ン
（
画
嶺
噸
剛
剖
珈
）
ｓ
ｇ
竹
鼻
劃
・
］
ｇ
⑦
柑
寮
円
薪
一
画
一

錆藤繩男亭 門凸:;z三Ji;'２

－－－

吸着音 有声入破音 放出音

０
１
１
牛
Ⅱ

唇両
歯

(後部）歯茎

硬口藷歯茎

歯茎側面

ｊ
’

唇
茎
蓋
蓋
垂

く
ロ
ロ
蓋

両
歯
硬
軟
口

６
ぱ
ぶ
か
９
．

， 例：

ｐ,
t，

ｋ

Ｓ

，

，

両唇

歯（茎）

軟口蓋

歯茎摩擦

。
無声の 、

□
．
[､ ●●

息もれ声の 〕ａ
I●●● 、

歯音の ｔ 〔
ｎＦ

､プ
有声の Ｓｔ

、ゴ、ゾ ハゾ

０

きしみ声の 〕ａ
￣～ ■ 舌尖で調音する ｔ〔

d－Ｌｄ－

け

ｈ
帯気音化した tｈ 〔

ｈ
￣
舌唇の ｔ 〔

￣ロへ ロ
舌端で調音するｔ〔

□缶

〕 より丸めの強い？
Ｗ

唇音化した tＷ 〔
Ｗ ～～

鼻音化したｅ

［ より丸めの弱い９
●●

』 硬口蓋化した t］ 〔

●

』 、
鼻腔開放の〔

、

＋
前寄りの ｕ，

＋

Ｙ
軟口蓋化した tＹ 〔 Ｙ I

側面開放の〔
1

後ろ寄りのｅ̄ Ｔ
咽頭化した tＴｄＴ

可

開放のない ｡フ
●●●●

中舌寄りのｅ ハジ

軟口蓋化あるいは咽頭化した'
〕て‐＞（

中央寄りのｅ
▲
より狭い ｅ

▲ (Ｊ＝有声歯茎摩擦音）

音節主音の、
〒
より広いｅ

〒
（ ３

丁
＝有声歯茎接近音）

〆、
音節副音のｅ

へ ■Ｉ 舌根が前に出されたｅヨ
イジ

r音色のひａ少
卜
舌根が後ろに引かれた ｅ

ト

両唇音両唇音両唇音 唇歯音 歯音 歯蕊青 後部歯茎音 そり舌音 硬□蓋音 軟ロ蓋音 ロ警垂音 咽頭音

｜職

咽頭音 声門音

破裂音 ｌｐｂｐｂｐｂｌ ｔｄ
■

〔
●

Ｃ 』 ｋ ９ ｑ Ｇ ？？

鼻音 I、Ｉ、IｎｌｎＯ 、 1１ J１ 、 Ｎ ■
ふるえ音 ＢＢＢ ｒ Ｒ

はじき音
－－－－－－

－－ヨーご冨昌艶 ｒ ［

摩擦音 （ 〕 〕 ｆ Ｖ
、
￣

Ｖ ０５ ＳＺ
□

①

３ §乳
●

９Ｊ ｘＹ Ｘ Ｂ ｈＴ １

へ
１

側面摩擦音 ■
■■ ■■

進
接近音

￣￣

⑩ jｌ Ｉ
●

］ 111
側面接近音 ■■■ ●

人 Ｌ



,８６戒艤ラヲ曇！；'(〉i<二'戸Jk蝿瀦(ｱﾙｸ'柵
■
↑
．
●
Ｇ
１
●
■
■
巳
ご
‐
－
９
ｉ
０
０

。
●
。
’
。
・
・
●
印
●

０

●
Ｏ
０

－
Ｅ
』
・
‘
、
Ｌ
Ｌ
Ｌ
■
■
←
■
二
ｒ
・
魁
Ｒ
少
ｌ
ａ
ｗ
！
。
‐
Ｆ
ｌ
ｒ
ｌ
Ｆ
■
。
ｑ
○
匹
初
一
Ⅱ
し
，
。

Z８

両唇音 唇歯音 歯音 歯茎硬口蓋音歯茎音 硬口蓋音 軟口蓋音 口蓋幸吉 声門音

国
際
音
声
記
号
表

（
ロ
腔
断
面
図
付
き
）

図１［ｍ］
－－－

図２［no］
－－

図４，１］
－－－

図５［U］
一一

図３［､］

－－－

図６［N］
－－

(図７回鼻母音）

－－－

ｑ０
？●

■
Ｖ
ｐ
Ｃ
Ｐ
０
Ｇ
●
い
げ
Ｐ
□
■
山
］
狙
い
Ⅱ

鼻

音

！
図８［pIb］
－－

図１０［tcIdz］
－－－

図９[t][d][tsldz］
－－－

図１１［1.[g］
－－

破
裂
音
破
擦
音

（
断
面
図
の
資
料
は
、
国
立
国
語
研
究
所
報
告
一
○
○
『
日
本

語
の
母
音
、
子
音
、
音
節
ｌ
調
音
運
動
の
実
験
音
声
学
的

研
究
ｌ
』
（
秀
英
出
版
、
一
九
九
○
）
な
ど
を
参
考
に
し
た
）

図１２回[p］
－－

図１６［c][z］
－－

図13［fIv］
／￣

図１７［c][j］
－－~

図１８［x]Ｍ
－－－

図１９［hIli］
－－－

摩
擦
音

図２０m
一~～

図２０m
一｜図21叉図２１［w］

－－－

接
近
音

(両唇・軟ロ蓋音）

側
面
接
近
音

▽●●■'一●一江二.圧ﾆﾆﾆｰﾆｰﾆ＝｡Ｌ二
１．￣

「

弾
き
音 坂
Ｊ
Ｌ
ｌ

ｉ
Ｉ

図２５母音図 図２６声門の状態図Ｆ、

一
■

ａ

吸気

ｂ

無声音

Ｃ

ササヤキ

．

有声音､声門閉鎖


